
千
里
山
会
第
1
6
回
総
会
の
概
況

千
里
山
田
第
1
6
回
総
会
は
、
平
成
2
4
年
1
0
月
2
0
日

(
土
)
、
眼
下
に
日
比
谷
公
会
堂

・
日
比
谷
公
園
が
臨
め
る
日
本

プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン

・
ア
ラ
ス
カ
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
ピ
ル
の
玄
関
に
立
つ
と
国
会
議
事
堂
が
目
と

鼻
の
先
。
正
に
日
本
の
中
心
地
で
す
。

当
日
は
出
席
者
が

6
0
名
と
少
し
淋
し
か
っ
た
の
で
す
が
、

前
回
の
原
宿
南
国
酒
家
の
と
き
同
様
、
雲
一
つ
な
い
晴
天
に

恵
ま
れ
、
暑
く
も
な
く
寒
く
も
な
い

一
日
で
し
た
。

ま
た
、
関
西
大
学
政
策
創
造
学
部

3
回
生

5
名
の
方
々
が

が
、
千
里
山
を
舞
台
に
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
を
製
作
中
で
、
そ

の
一
環
と
し
て
東
京
の
千
里
山
会
を
取
材
す
る
た
め
、
夜
行
パ

ス
を
利
用
し
、
撮
影

・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
見
え
ま
し
た
。

総

A 
:zs:: 

次

第

司
会

事
務
局
長

奥
田
陽

開

会

宣

言

同

右

世

話

人

代

表

挨

拶

世

話

人

代

表

寺

津

美

代

子

事

務

局

報

告

事

務

局

長

奥

田

陽

一

会
計
報
告
、
総
会
決
議
事
項
(
規
約
一
部
改
正
)

採
決
、
遠
来
者

・
初
参
加
者
の
紹
介

次

号

会

誌

へ

の

お

願

い

事

務

局

総
会
閉
式
宣
言

事
務
局
長

萩
原
直
大

奥
田
陽

一

ー 11-

世
話
人
代
表
の
挨
拶

パ
ッ
ク
の
ス
ク
リ
ー
ン
に
千
里
山
の
現
状
が
映
し
出
さ
れ

る
中
、
行
わ
れ
ま
し
た
。
*
*
頁
に
内
容
を
示
し
ま
す
。

会
計
・
業
務
報
告

事
務
局
長
奥
田
陽
一

千
里
山
会
の
名
の
下
に
開
催
す
る
の
が
今
回
で
第
1
6
回
で

す
が
、
会
の
名
が
決
ま
る
以
前
よ
り
数
え
る
と
来
年
は
第
2
0

回
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
そ
の
母
体
と
な
る
会
ま
で
加
え
る

と、

4
0
回
以
上
続
い
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。



役
員
交
代
の
お
願
い

事
務
局
長
奥
田
陽
一

寺
津
代
表
、
奥
田
事
務
局
長
、
会
計
担
当
児
玉
さ
ん
、
名
簿

管
理
の
古
川
さ
ん
の
新
規
後
任
を
是
非
お
願
い
し
た
い
。

会

誌

へ

の

お

腫

い

事

務

局

萩

原

直

大

寄
稿
文
と
企
画
も
の
(
貴
重
な
体
験
談
や
意
外
な
出
会
い

・

経
験
さ
れ
た
話
の
紹
介
)
へ
の
参
加
、
他
ア
イ
デ
ィ
ア
募
集
。

遠
来
者
紹
介
$
初
参
加

事
務
局
長
奥
田
陽
一

浅
野
倉
平

(
2
0
)
一
千
里
山
，
和
田
忠
博

(
2
0
)
一
神
戸
、

井
出
(
藤
川
)
敏

(
2
0
)
一
大
阪
狭
山
，
加
藤
孝

(
2
4
)
一

仙
台
，
田
代
為
寛

(
3
2
)
一
大
分
，
増
田
泰
邦

(
3
9
)
二
宇

都
宮

初
参
加
者
紹
介

及
び
久
々
の
出
席

林
睦
恵

(
2
2
)
、
和
久
(
中
川
)
淑
子

(
2
3
)
…
1
0
年
ぶ

り
、
大
里
衛

(
2
9
)
一
海
外
勤
務
だ
っ
た
た
め
1

0
年
ぶ
り
、

赤
井
恭
平

(
3
2
)
一
1
0
年
ぶ
り

事
務
局
長

奥
田
陽

乾
杯
及
び
挨
穆

1
5
回

生

赤

羽

隆

夫

1
0
5
最
の
お
母
織
は
今
も
ご
健
在
で
、
ご
夫
婦
で
老
老
介

護
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

記
憶
力
も
し
っ
か
り
さ
れ
て
い
て
、

千
里
山
時
代
を
覚
え
て
お
ら
れ
る
と
の
こ
と
。

千
里
山
は
冬
寒
く
な
く
、
夏
暑
く
も
な
く
一
生
暮
ら
し
た
か

っ
た
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
ら
れ
る
と
か
。

千
里
山
住
民
は
暮
ら
し
向
き
が
似
か
よ
っ
て
い
た
せ
い
か
、

あ
ま
り
気
を
使
わ
な
く
て
良
か
っ
た
と
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

た
そ
う
で
す
。

今
は
夫
婦
で
老
老
介
護
の
余
っ
た
時
間
は
徒
然
な
る
ま
ま

の
パ
ソ
コ
ン
人
生
、
い
ず
れ
ま
た
、

日
本
経
済
に
関
す
る
本
を

出
し
た
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
り
ま
し
た
。

(
追
記
一
萩
原
)

私
の
大
学
時
代
の
友
人
(
土
木
工
学
)
が
メ

i
ル
を
く
れ
ま

し
た
。
「『
大
き
な
古
時
計
』

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
追
っ
て
い

る
と
、

保
富
民

i
千
里
山
会
に
行
き
つ
い
た
。
そ
こ
に
名
簿
が

あ
り
、
昔
、
お
世
話
に
な
っ
た
赤
羽
さ
ん
と
市
原
さ
ん

(
2
4

回
生
)
、
お
前
(
萩
原
)

の
名
が
出
て
い
た
。
」
と
い
う
も
の
。

こ
の
男
は
卒
業
後
、
運
輸
省
に
勤
め
、
色
々
の
中
央
官
庁
に
出

懇

親

第

次

A 
~ 

司
会

3
5
回
生

庸

石
井

開
会
乾
杯
各
テ
ー
ブ
ル
で
の
歓
談

祝
電
披
露
(
衆
議
院
議
員
3
3
回
生

近
況
報
告

各
班
で
の
写
真
撮
影

1
5
回
生

赤
羽

隆
夫

藤
村

修
氏
)

増
田

泰
邦

3
9
回
生

合
唱
隊
指
揮

3
2
回

生

古

川

(
藤
本
)
道
子

ピ
ア
ノ
伴
奏

3
1
回

生

杉

山

(
石
井
)
秀
子

千
里
第
二
小
学
校
校
歌

・
千
里
第
三
小
学
校
校
歌

・
大
き

古
時
計

・
吹
田
第
一
中
学
二
中
賛
歌
」

ー 12-

菊
花
プ
レ
ゼ
ン
ト
一
恒
例
、

2
4
回
生

河
井
康
郎
氏
提
供

閉
会
(
中
締
め
)

今
日
の
日
よ
さ
よ
う
な
ら

久
全保

2
0
回
生

手Ij
員畠

向
。
そ
こ
で
赤
羽
(
当
時
大
蔵
省
)
さ
ん

・
市
原
(
当
時
建

設
省
)
さ
ん
に
世
話
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
世
間
は
狼

い
と
い
う
の
か
大
き
な
古
時
計
の
お
陰
と
言
う
の
か

・
.
.
 

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
中
締
め

2
0
回

生

久

保

利

也

あ
っ
と
い
う
聞
に
お
料
理
が
な
く
な
り
、
追
加
注
文
し
た
ほ

ど
。
皆
さ
ん
の
食
欲
が
大
盛
だ
っ
た
の
か
、
事
務
局
の
不
手
際

か
。
双
方
が
原
因
と
言
う
こ
と
に
し
て
お
い
て
下
さ
い
。

で
も
、
い
よ
い
よ
最
後
の
中
締
め
で
、

盛
り
上
げ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
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久
保
さ
ん
が
大
い
に

そ
れ
は
久
保
さ
ん
の
掛
け
声
に
、

大
声
で
答
え
る
も
の
。

全
員
が
こ
ぶ
し
を
挙
げ
て

久
保
「
来
年
も
元
気
で
参
加
す
る
か
!
」

久
保
「
誰
か

一
人
連
れ
て
く
る
か
!
」

久
保

二

年
で
も
長
生
き
す
る
ぞ
!
」

久
保

「家
族
を
大
切
に
す
る
ぞ
!
」

全
員
「
ょ
っ
し
ゃ
!
」

全
員
「
ょ
っ
し
ゃ
!
」

全
員
「
ょ
っ
し
ゃ
!
」

全
員
「
ょ
っ
し
ゃ
!
」



関
西
大
学
政
簸
創
造
学
部

3
回
生
・
男
女
5
名
の
学
生
さ
ん

が
、
各
テ
ー
ブ
ル
を
回
り
、
撮
影

・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
続
き
、

こ
れ
も
ま
た
大
い
に
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

今
年
も
ま
た
受
付
、
会
場
設
営

・
準
備
に
当
た
り
次
の
方
々
に

終
始
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。

1
8
回
生

小
木
曽
(
名
目
)
文
子
、
2
3
回
生

佐
怒
賀
〈
片

山
)
弘
子
、
2

6
回

生

奥

田
(
渡
部
)
英
子
・
児
玉

(服
部
)

絢
子
、
3
1
回
生

杉
山
(
石
井
)
秀
子
、
3
2
回
生

古
川

(
藤
本
)
道
子
、
2
9
回
生

芦
田
英
雄
、
3
5
回
生

石
井

庸
三
の
皆
様
方
、
写
真
は
、

3
9
回
生

増
田
泰
邦
さ
ん
に
ご
協
力

願
い
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

毎
回
、
毎
回
菊
を
ご
寄
付
下
さ
る
河
井
康
郎
さ
ん
、
そ
の

菊
を
河
井
邸
に
前
日
取
り
に
行
き
、
当
日
、
会
場
へ
運
ん
で
い

た
だ
い
て
い
る
奥
田
事
務
局
長
さ
ん
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

《
下
段
の
写
真
》

乾
杯
の
音
頭
を
と
っ
て
い
た
だ
い
た
赤
羽

隆
夫
様
で
す
。

総
会
の
ご
挨
拶

世
話
人
代
表

寺
津

美
代
子

皆
様
、
本
日
は
よ
う
こ
そ
こ

O
二
荏
度
千
里
山
会
総
会
・懇
昌
宏
冨

に
お
集
ま
り
下
さ
い
ま
し
て
右
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

会
員
の
方
々
に
は
、
一
年
振
り
、
或
い
は
数
年
振
り
の
再
会
を
楽
し

ん
で
お
ら
れ
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
ま
ず
私
達
は
、
今
日
お
見
え
に

な
れ
な
か
っ
た
方
々
に
思
い
を
致
し
て
、
こ
こ
に
集
う
こ
と
が
で
全
元

幸
せ
を
お
互
い
に
喜
び
、
お
互
い
の
健
康
に
感
謝
申
し
た
い
と
存
じ
ま

す。
今
回
は
、
こ
こ
ア
ラ
ス
カ
に
ム
蕩
を
移
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
ι

皆
様

方
も
ご
存
じ
か
と
思
い
ま
す
が
、
ア
ラ
ス
カ
は
昭
和
三
年
に
大
阪
の
北

浜
で
聞
か
れ
た
小
さ
な
西
洋
レ
ス
ト
ラ
ン
を
基
と
し
て
発
展
し
た
屈

で
、
当
初
は
4
0
坪
の
お
庖
に
わ
ず
か
5
卓
だ
け
の
お
事
ん
っ
た
と
伺

っ
て
お
り
ま
す
。

台
風
も
去
っ
て
会
場
か
ら
は
日
比
谷
公
園
が
美
し
く
眺
め
ら
れ
ま

す
の
で
、
出
暴
方
に
は
午
後
の
ひ
と
時
、
ゆ
っ
く
り
と
お
楽
し
み
頂
け
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た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
会
蕩
の
鷺
宮
に
当
た
っ
て
色
々
と
お
力

添
え
下
さ
っ
た
方
々
、
何
か
と
ご
配
慮
頂
い
た
ア
ラ
ス
カ
の
件
嬢
マ
ネ

ジ
ャ
ー
に
こ
の
場
を
お
ヤ
借
り
し
て
御
礼
会
晶
申
し
上
げ
た
く
存
じ
ま
す
。

ム
寸
回
の
企
蕩
の
席
は
、
学
年
毎
に
集
ま
る
形
で
は
な
く
先
輩
方
に

特
別
席
を
設
け
て
お
り
ま
す
以
外
は
、
今
ま
で
シ
選
っ
て
自
由
な
席
と

し
て
お
り
ま
す
。
本
日
は
、
九
回
生
か
ら
三
十
九
回
生
の
方
々
が
集
ま

っ
て
お
ら
れ
ま
す
の
で
、
自
由
に
席
も
移
動
し
て
下
さ
っ
て
、
お
互
い

に
親
交
を
深
め
て
頂
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
o
e
 

私
は
最
近
十
里
山
房
訪
ね
る
警
官
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
忠
則
の
よ
う

に
工
事
中
で
す
っ
か
り
様
子
の
変
わ
っ
た
所
も
あ
り
ま
し
た
が
、
通
り

に
よ
っ
て
は
昔
の
趣
を
そ
の
ま
ま
残
す
所
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。

時
代
と
共
に
、
全
員
の
方
々
の
千
里
山
に
対
す
る
関
わ
り
も
変
わ
っ

て
来
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
千
里
山
に
思
い
向
だ
け
を
お
持

ち
の
方
、
ご
思
弟
や
ご
姉
妹
が
お
住
ま
い
の
方
、
お
子
様
が
お
住
ま
い

の
方
、
中
に
は
、
お
父
様
や
お
母
様
が
お
住
ま
い
に
な
っ
て
お
ら
れ
る

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
主
子
。
十
八
回
生
で
も
旧
姓
名
田
さ
ん
の
お
母
様

は
百

一
喝
同
じ
く
同
級
生
だ
っ
た
南
部
教
ヱ
工
cん
の
お
母
様
の
久
子

様
も
百
一
歳
-
共
に
ご
健
在
で
お
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
千
里
山
に

ー 15-



の
ご
尽
力
や
塾
息
に
応
え
る
こ
と
に
な
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
v

改
め

て
皆
様
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
日
は
ど
つ
も
あ
り
が
と
っ
ご
ざ
い
ま
し
た
。

対
す
る
関
わ
り
方
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
違
っ
て
い
て
、
h
年
代
に
か
か
わ

ら
ず
、
親
し
く
一
堂
に
会
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
こ
と
本
当
に
素
晴

ら
し
い
こ
と
と
右
戴
く
存
じ
ま
す
。
今
日

一
日
共
に
千
里
山
券
懐
か
し

み
、
共
に
楽
し
い
時
を
お
過
こ
し
頂
き
ま
す
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の

一
年
も
大
変
な
事
審
周
の
仕
事
に
ご

尽
力
く
だ
さ
っ
た
奥
田
様
、
八
月
に
出
版
さ
れ
た
千
里
山
会
誌
十
五
号

の
編
集
・
出
版
に
尽
く
し
て
下
さ
っ
た
萩
原
様
に
改
め
て
心
か
ら
の
お

礼
を
申
し
上
げ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

な
お
、
お
願
い
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
千
里
山
会
で
は
世
代
本
夜
が
進

み
ま
す
中
、
若
い
方
々
の
入
ム
有
か
望
ま
れ
ま
す
。
千
里
山
の
関
係
者
で

関
東
に
お
住
ま
い
の
方
々
は
、
ま
だ
ま
だ
居
ら
れ
る
と
存
じ
ま
す
。
会

員
の
皆
様
の
ご
親
戚
や
お
知
り
合
い
の
方
で
、
ま
だ
千
里
山
会
の
こ
と

を
ご
存
知
な
い
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
是
非
千
里
山
会
の
活
動
に
つ

い
て
ご
紹
介
下
さ
り
、
関
係
者
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
入
会
を
お
勧
め
頂

き
た
い
シ
エ
仔
じ
ま
す
。

私
達
套
貝
が
、
千
里
山
会
の
活
動
を
維
持
し
、
盛
り
上
げ
て
行
け
る

よ
う
に
務
め
る
こ
と
が
、
千
里
山
会
を
立
ち
上
げ
て
下
さ
っ
た
諸
先
輩

出席者名簿
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千里山会2012年総会・懇親会

2012.10.20 

飯島泰蔵

河合(岡村)貞子、伏見千瑞子、三谷(平井)禽里子

柿自奇異吾、三分ー克美、 岡本(山崎)有~子

赤羽隆夫、 高構景ー (奥様ご同伴)

清水健至

高橋一三、石田(神谷)明子、山本(吉田)恵子

片山 章、 小木曽(名田)文子、栗木(池田)明子、滝沢(村中)万里子、

寺湾(劉)美代子

浅野倉平・、久保釈l也、長谷川宏有、和田忠博・、井出(藤)11}

米崎(三輪)ふゆ子

高岡 豆、 平田坦

尾川原奈美江、林(林)1を恵

黒)IJ(大藤)幸子、 佐怒賀(片山)弘子、和久(中)11)淑子

奥田陽一、加藤 孝・、河井康郎、河合(五十嵐)和子、資藤(南僚)万貴子

村岡 進、大貫(石原)康子、奥田(渡部)英子、川原(河井)一恵、児玉(服部)絢子、

海回(大賞)操子

弁筒征彦、 熊谷克彦、萩原直大、 城戸(吉田)三千代、僧回(柏倉)加子

大里街、芦田英雄、小田絢司

杉山(石井)秀子

赤井恭平、 国代為寛・、山田

石井庸三、藤本淑子

湾問純、噌田泰邦・

敏・、

明、古)IJ(藤本)道子

9回生

1 1回生

14回全

15回生

1 6回生

17回生

18回生

21回生

22回全

23回全

24回全

26回生

27回生

29回生

3 1回生

32回生

35回全

39回生

20回生

16 -

以上60名

5名

17 

3回生

*:遠来者

特別招待者 ;関西大学政策創造学部



【20 1 2年度千里山会収支表】
1 2年4月1日"-'1 3年03月31日

2013年03月29日

収入 金額 支出 金額

前年度繰越 813，978 
年会費 184名 368，000 通信費 78，642 

振込手数料 630 I 
内訳 11年 0名 文具 ・コピー費 19，279 
1 2年 184名 368，000 打合経費 74，255 
1 3年 0名 慶弔費他 10，850 I 

会誌15号作成費 185，693 
振込手数料(会費振込分) -12，600 会員名簿作成費 69，300 
その他(雑収入) 3，384 
利息 122 
小計 358，906 小計 438，649 
懇親会費 59名 472，000 会食費他 531，535 。8，000 写真費

合唱隊他諸経費 2，980 
記念品費
小計 534，515 

寄付金 1 2名 95，000 
繰越 766， 720 

合計 1，739，884 合計 1，739，884 

参考 基金総額 :617，000円 (1996年募集)
寄付累計: 1 ， 41 0 ， 442 円 (1996/4~2012/12 延174名、含切手寄付

本日、千里山会の会計監査をした結果、処理は適正且つ正確で
あるものと認めます。

2013年7月 15日 監事 平田坦

19 -

経過報告

12.07.26 会誌 15号校正 27萩原 24奥田

12.08.13 会誌発送用封筒準備・会誌15号完成、会員名簿と共に発送開始

12.09.08 総会準備委員会於八重洲倶楽部

16清水 17高橋 18片山、小木曽、寺津 20久保 22尾川原

23佐怒賀 24奥田 26児玉 27萩原 35石井 39増田

以上 13名

12. 10. 15 レストランアラスカ 最終打合せ

18寺津 24奥田

12. 10. 20 2 0 1 2年度総会・懇親会 (詳細会誌16号)

12.10.27 会計中間決算作成・チェック21平田坦 26児玉絢子 24奥田陽一

12.11.05 会誌15号を国立国会図書館に納本

12. 11. 11 常任幹事会 総会反省会 於八重洲口ノレノアール

16清水、 17高橋、 18寺津、小木曽、 22尾川原、 24河井、河合、

奥田、 26児玉、 27萩原、 29芦田、 35石井、 39増田以上 13名

13.02.17 常任幹事会 千里山会の運営について 於八重洲口ノレノアーノレ

16清水、 18寺津、小木曽、 21平田、 22尾川原、 24河井、河合、

奥田、 26児玉、 27高見、萩原、 32古川、 39増田 以上 13名

13.04.01 会計 12年度決算書類作成・チェック 21平田坦 26児玉絢子

24奥田陽一

13.05.25 r千里山今昔展J 24奥田
13.07.08 会誌16号編集打合せ於学士会館 27萩原 24奥田

13.07.12 会誌発送用封筒印刷 500枚 24奥田

13.07.16 日比谷アラスカ打合せ 18寺津 24奥田

13.07.16 会誌16号編集打合せ於学士会館 27萩原 24奥田

13.07.22 会誌16号編集打合せ、版下をよしみ工産へ

於学士会館 27萩原 24奥田

13.07.29 会誌発送用封筒準備 24奥田

13.07.30 会誌16号校正 27萩原 24奥田

18 -



全員 18回生 池田 名田
村中 片山 劉

全員 20回生 浅野 藤川
久保 三輪

ー 21

和田
長谷川

11岡村平井 16清水 14柿崎
11伏見 9飯島 14三分一 山崎

17高橋 17石田 15赤羽
17吉田 15高橋 高橋様奥様

-20 -



27萩原 29小田芦田大里 27熊谷
27井筒 柏倉城戸

全員 24回生加藤 河井
南僚 奥田 五十嵐

-23 - -22 -



35石井 39増田 32山田 田代赤井 39海田
31石井 32藤本 35藤本

『大きな古時計Jの取材にわざわざ大阪から夜行パスで来られた

関西大学社会学部の皆さん、若い人は元気です。
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